
基本的な考え方・方針

基本方針
　オリンパスは、グローバル化する事業において新たな価値を創造し続けるためには、多様な能力とバックボーン、ラ
イフスタイルを持つ人材に活躍の機会を提供し続けることが重要と考え、「オリンパスグループ行動規範」において人材
の「多様性を尊重」することを明記しています。オリンパスは、この行動規範に基づき、あらゆる企業活動において、人種、
信条、性別、年齢、社会的身分、門地、国籍、民族、宗教または障がいの有無などに関する差別を行いません。
オリンパスグループ行動規範
https://www.olympus.co.jp/csr/effort/principle.html

推進体制

多様な人材の活躍に向けた推進体制
　オリンパスは、多様な人材の活躍を支える制度、施策を適切に立案・運用していくために、人事部門が中心となって従
業員や労働組合との対話の場を設けています。2017年は推進体制を強化するために、専任組織として「ダイバーシティ
推進グループ」を設立しました。

制度・仕組み

人材の多様性
　採用および昇格・昇給において、性別による差別はなく、高い専門能力とモラルを兼ね備えた人材を積極的に活用して
います。2017年4月末現在、29名の女性管理職が活躍しており、管理職候補の女性従業員も146名に上るなど、年々女
性の比率が高まっています。
　また、国籍に関わらず、優れた人材を適材適所で積極的に活用しています。

ワークライフ・インテグレーション
　オリンパスは、育児や介護などの事情を持った従業員がその能力を存分に発揮し、積極的にキャリアを継続できるよ
う、2011年から国内グループ会社を対象にワークライフ・インテグレーション活動を推進しています。これは、仕事と
生活の両立を実現するワークライフ・バランスの施策を発展させ、仕事と生活の相乗効果をもたらすことを目標として
おり、（1）ダイバーシティの推進、（2）次世代育成支援、（3）労働生産性向上、（4）健康増進、の4つのテーマでさまざまな
施策、制度を導入しています。
　2016年4月には、在宅勤務制度をより多くの従業員が活用できるよう、適用対象を裁量労働制職場からそれ以外の職
場にまで拡大し、就業規則・労働協約を改定しました。2017年には、さらに適用対象資格を拡大し、制度利用対象者は

2017年4月現在、約1,000名となりました。
　また、2015年から、職制向けのワークライフ・インテグレーション研修を継続的に開催しており、多様な人材を活かす
マネジメントについての理解浸透に取り組んできています。
　さらに、2016年に仕事と育児・介護の両立に関する冊子を作成し、オリンパス正社員を対象に配布を行うことで、よ
り一層の理解促進に努めました。
ワークライフ・インテグレーションの推進 
https://www.olympus.co.jp/csr/effort/support.html
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多様性と機会均等
労働慣行とディーセントワーク
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次世代法に基づく行動計画
　オリンパスは、次世代育成支援対策推進法（次世代法）に基づいて、一般事業主行動計画を策定しています。
次世代育成支援対策推進法に基づく一般事業主行動計画 
https://www.olympus.co.jp/csr/effort/actionplan.html

くるみんマークを取得
　次世代育成支援対策推進法（次世代法）に基づき、行動計画を策定した企業のうち、行動計画に定
めた目標を達成し、一定の基準を満たした企業は、申請を行うことによって「子育てサポート企業」
として、厚生労働大臣の認定（くるみん認定）を受けることができます。
　オリンパスは、2016年3月、「くるみん認定企業」として厚生労働大臣から認定されました。

女性活躍推進法に基づく行動計画
　オリンパスは、2015年8月に成立した「女性の職業生活における活躍の推進に関する法律（女性活躍推進法）」に基づ
いて、一般事業主行動計画を策定しています。
女性活躍推進法に基づく一般事業主行動計画 
https://www.olympus.co.jp/csr/effort/woman.html

特集 ガバナンス 社会側面オリンパスの概要トップメッセージ 環境側面
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